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アジア車いす交流センター（タイランド）WAFCATは

1999 年に日本の株式会社デンソーの創立 50 周年を

記念し、企業の社会的責任（CSR）事業の一環として

設立されました。WAFCATはタイ財務省の 550番目の

慈善団体（財団法人）として承認されました。WAFCAT

の活動は非営利で、目的は身体に障がいのある者に

サポートを提供することです。 

 

WAFCATは車いすの普及活動や教育を通じて、障がいの

ある子どもたちが社会で自立できる環境づくりを目

指しています。また、ボランティアの参加を促し、バ

リアのない社会や社会意識の実現に貢献します。 



特殊教育センターとの協同 

車いすを提供したり、自宅をバリアフリーに

改善したりするために特殊教育センターに

連絡をする。 

特殊教育センターの役割 

障がいのある子どもを調査し、選考して

WAFCAT に報告する。 

 

障がいのある子どもを調査し、選考して

学校との協同 

子どものニーズを調査するために学校に

連絡をする。 

 

学校の役割 

障がいのある子のニーズ調査や選考を行

い、WAFCAT に報告、提案をする。 

特殊教育センターとの協働 

WAFCATは障がいのある子どもに車いすを提供した

り、自宅をバリアフリーに改善したりするために特

殊教育センターに連絡する。 

特殊教育センターの役割 

障がいのある子どもを調査し、WAFCAT に報告する。 

学校との協働 

WAFCATは障がいのある子どものニーズを調査

するために、学校や地方教育事務所に連絡を取

る。 

学校の役割 

障がいのある子どものニーズ調査や選考を行

い、WAFCAT に提案する。 

 

 

  

1． 車いすサービス   ４．ボランティアの参加 

2． 教育サポート     ５．社会意識 

3． バリアフリー社会 

1. 車いすの提供 

2. 障がい児向けの奨学金、交通費、寮費、文具や教材費、能力開発活動 

3. 自宅や学校の設備改善 

4. ボランティアによる車いす修理メンテナンス 

5. 車いすバスケットボール、セミナー、広報活動 

 

⚫ 3,500 人の障がいのある子どもたちに車いすを提供した 

⚫ 250 人の障がいのある子どもたちに奨学金を提供した 

⚫ 44 人の障がいのある子どもたちに教育や能力開発セミナーを提

供した 

⚫ 30 人の障がいのある子どもたちに自宅バリアフリー改善をした 

サムットプラカーン県車いすサービスセンターの開設 

⚫ 障がいのある子どもが自由に生活できるように

なった 

⚫ 障がいのある子どもを家族が理解して受け入れ、

成長に介入するようになった 

WAFCAT は、各学校、地方教育事務所、特殊教育センター、 

その他のネットワークを通じて作業を進める。 



 

  

 

 

ナロン・パティバットソラキット氏 

WAFCAT の初代理事長（1999 年～2009年） 

「教育によって、障がいのある子どもは自立し、社会に認めてもらうこ

とができるのです。WAFCATはとくに地方の障がいのある子どもに車いす

を提供しています。タイには、障がい者に車いすを提供する法律があっ

ても、子ども用の小さな車いすが足りないため、我々がそれをサポート

しています。もし障がい児が自分の障がいに適した車いすを利用できれ

ば、教育にアクセスできて自由に生活できるようになると信じているか

らです。」 

WAFCAT 初代事務局長（1999 年～2005年、副理事長 2006 年～2015年） 

「WAFCAT は、障がいがあってもなくても、我々には生きる権利が平等

にあることを強く信じています。障がい児が普通の子どものように生活

できるようにするために、車いすを動かすこととバリアを取り除くこと

が非常に重要です。 

私は国連国際障がい者デーである 12 月３日に生まれました。障がい

者が権利や尊厳を持って生きるために、彼らを手助けする仕事に携わる

運命だったように思います。生まれながらに皆平等に権利や尊厳がある

できなのです。」 

 

政岡勲（まさおか いさお）氏 

 



  

スポーンタム・モンコンサワット氏 

WAFCAT理事長（2009年～現在） 

『2010 年～2019 年：フィールドの仕事とネットワーク

を生かして推進』 

 

リハビリテーションにアクセスするために、まず自分

の障がいに合った車いすが手に入ることを目標にしま

した。次にどうやって教育にアクセスできるのか、とく

に仕事につながる教育を受けられるかが重要です。 

他団体とのネットワークも増えました。WAFCATは WHO

が提唱する『資源が少ない地域での手動車いすサービ

ス』を障がい児と家族を対象に行っていましたが、シリ

ントン国立医療リハビリテーション研究所 Sirindhorn 

National Medical Rehabilitation Institute(SNMRI)を

通じてタイ保健省も協力してくれるようになり

ました。 

教育の面では、農村部の自治体、健康センター、各県

の特殊教育センターなど、障がい者に関する団体の仕組

みを利用して協働しています。 

『最初の 10年 1999年～2009 年：マクロレベルもミクロレベルも』 

 
「マクロレベルでは、車いすバスケットボールを通して障がい者も社会の中で平

等に共存するための理解向上を目指しました。さらに、タイ・ウィール工場を設

立して手頃な価格で質の良い車いすを生産することで、障がいのある子どもに適

切な車いすを提供しました。 

ミクロレベルでは、まだ取り組んでいる団体が少ない車いすをサポートするシ

ステムの構築を目指しています。それは、障がい児一人ひとりの希望に合わせて

サイズを測ったり、モニタリングして修理メンテナンスしたりするシステムです。

これはスタートしたばかりで、はっきりとした成果はまだわかりません。」 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



  

 

 

現在 7 歳のパーティー君は重症筋無力症で歩けない

ため車いすを使っています。しかし、自分で日課をこ

なすことができます。パーティ君はおばあさん地元の

自治体で働いているお母さんと暮らしています。

WAFCAT と特殊教育センターがパーティ君に車いすを

提供して、学校に行くことを勧めた後、おばあさんが

バーン・サアートネーングン学校に連絡して校長先生

が小学校１年生に入学させてくれました。パーティ君

はすぐに友達と仲良くなれました。 

2019 年 11 月 WAFCAT と特殊教育センターのモニタリン

グにより、学校ではスロープと障がい者向けのトイレが

まだないと分かりました。WAFCAT はトイレに手すりを

付けて、教室からトイレまでのスロープを作る予算を提

供しました。学校は地域の人々と相談して、これらの設

備を作るための地域のサポートを得ることができまし

た。 



  

 

ウさんのお母さん：「ウは両足と片腕がなく、残る腕にも小さな指が

2本しかない状態で生まれました。私は、ウが生まれたあと、兄姉合

わせて 5 人の子どもを連れてブリーラム県に逃げました。お父さん

が自分の子どもに障がいがあることを認められなくて、自分の子ど

もにどうしても消えて欲しかったのです。」 

ウちゃん：「これです…ヒーローである私の母…子ど

もたちのために何でもできるお母さん。チュムチョ

ンワットチュムポーン学校に通っていたとき、お母

さんがいつも送り迎えしてくれました。この学校の

友達たちはとても優しかったです。色々な教室にい

つも抱っこして連れて行ってくれました。とくに、

タナーコーン先生は、「先生、いつ子どもができた

の？」とからかわれるほど、いつも色々な活動に抱

っこして連れて行ってくれました。毎晩、先生は美

術を教えてくれて、私は絵を描くことが上手になれ

て、書いた絵も売ることもできました。 

中学生のとき、私は高校へは進学を諦めていました

が、WAFCATがパッタヤー・プラマハータイテクノロジ

ー専門学校で開催した「ドリーム＆フレンドシップキ

ャンプ」がきっかけで、この学校に進学する自信にな

りました。現在は、この学校でコンピュータービジネ

スを専攻しています。将来自立した生活を送りお母さ

んの面倒を見るために、就活する準備をしています。」 

ウちゃんのお母さん：「WAFCAT には、ウに対して車い

す、奨学金、交通費、生活費など、いつもサポートし

て頂いて本当にありがとうございます。」 

 



  

 

 

ドリームさんは MYASTHENIA GRAVIS という治らない重

症筋無力症で子どもの頃から歩くことができません。

学校には通っていましたが、小学校 4 年生になったと

きに自力で生活できなくなりました。そこで、先生は

中学校 3 年生まで勉強や試験を自宅でさせてくれまし

た。その後、テクノロジーエン・テクインターナショ

ナル職業高等学校に進学して、さらにノーンカイ県パ

ッタヤー・プラマハータイテクノロジー高等専門学校

に進みました。 

高等専門学校 2 年生のときに、ドリームは WAFCAT で 2 ヶ月インターンシップを

しました。インターンシップで自信をつけ、その後 2～3 校の大学に申し込み、

ウボンラチャタニ・ラーチャパット大学の人文社会学部の英語プログラムに進学

することができました。大学、教授、友達、先輩たちのサポートでドリームは大

学で幸せに生活しています。車いす用のスロープ、障がい者用トイレをはじめと

する障がい者にもやさしい大学の環境作りのため施設を改善することが大事で

す。 

ドリームさん：「私は自由に生活できて、友達たちと問題なく活動できています。」 



  

オーム君は、生まれつき重症筋無力症のため、自分で

生活することができません。そのため、おばあさんは

心配してオーム君を学校に行かせたがりませんでし

た。しかし、オーム君はできるだけ教育を受けたかっ

たので、彼は家の近くにあるワットベンヤパート幼児

園に申し込むようお母さんにお願いしました。校長、

先生、友達たちがオーム君のことを認めて中学校まで

サポートしてくれたので、中学を卒業することができ

ました。 

「障がいがあってもなくても、子どもの機会と権利は

一緒です。我々はみんなに平等に機会を提供していま

す。」とワットベンヤパート学校の校長であるジュラ

ラック・ウィチャー氏は言いました。さらに、オーム

君が書いた絵は全国大会の 2位になりました。 

オーム君が中学校２年生のとき、WAFCATは車いすと

奨学金を提供しました。家族は不安を感じながらも、

オーム君は WAFCAT の能力向上キャンプをきっかけ

にプラマハータイ・テクノロジー専門学校に進学し、

同時にノン・フォーマル教育（高校過程）も履修し

ました。家族の心配や、大学の厳しい条件を、熱心

さで乗り越え、ノース・バンコク大学の工学部に入

学することができました。さらに大学は車いすのた

めに、建物、スロープ、及びトイレを改善しました。 

オーム君自身が諦めなかったことと、家族や社会か

ら与えられた機会のおかげで希望した自由な生活へ

の道という教育を受けられました。 

 

 



  

WAFCATはアカラポン・ループモー君（愛称アート）に歩き方の練習する機

会を提供し、生活をサポートするトイレや舗装した床を支援しました。そ

して、その後も、ムッダーハーン県の特殊教育センターの先生がアート君

の車いすの使用と生活に必要なスキルの向上をモニタリングしています。 

「2004 年に WAFCAT がムッダーハーン特殊教育セ

ンターに連絡してから車いすを提供し続けていま

す。2012年にセンターは車いすが必要な障がい者

をチェックする方法、座り方、車いすのタイヤの

設定についてのトレーニングに参加しました。現

在、我々は、WAFCAT、障がい者の家族、地域社会

のネットワークと協力しながら、車いすや能力開

発のためのサービスを提供できています。センタ

ーは家族、農村部自治体、地域のリーダーの間で

連携の中心的な役割を担っています。」と、ムック

ダーハーン県の特殊教育センターの所長ワッシャ

ラーポーン・ピュウカム氏はコメントしています。 

「ムックダーハーン県の特殊教育センターから連絡

があって、私は地域の人、地域のリーダー、農村部

健康センターとミーティングを行いました。農村部

健康センターはアート君の健康を担当しながら、地

域の人々は家、トイレやスロープを作るのに協力し

てくれました。アート君の家族も皆さんに料理を作

ってくれました。皆さんは喜んで来てくれました。

自治体には家の修復予算が年間 120,000 バーツあり

ます。支援対象者は障がい者、高齢者、助けが必要

な人です。その他、我々は他のところから資金をも

らっています。例えば、タイ赤十字、工場団地、社

会開発・人間安全保障センター、無料センターです。

我々は援助が必要な人を調査し、優先順を設定しま

す。私たちが協力して限りある資金を使えば、障が

い者にも権利と質の良い生活を提供することができ

ると思います。」と、バーンソン自治体の会長ニラー

ト・パントーン氏は述べました。 



  

 

WAFCAT と特殊教育センターの車いすサービス提供

は、障がいのある子どもの開発に地域社会と障が

い者の家族が参加する CBR（地域に根ざしたリハビ

リテーション）という概念に基づく協力のもとに

実施されています。 

WAFCAT は障がいのある子どもが知識という武器を

身に着けるよう支援しています。車いすを提供す

ることは障がい児の生活の質を高めるプロセスの

中で、一つの道具に過ぎません。教育は、自分の

力を信じて仕事ができる道へ導き、生活の質を改

善する基礎となるものです。 



  

ボランティアたちは様々な WAFCATの障がい児支援活動に参加するために、

時間、体力、費用を犠牲にしています。 

おもなボランティア活動には、車いすの修理、トイレやスロープの改善工事、

家の補修、障がい児ための教室などがあります。 



  

 

WAFCAT はこの 20 年間、「車いすを通じて障がいのある子どもの成長過程の一部として、一人ひとりに

適した車いす、トイレ、スロープ、手すりなどの設備を提供し、就職や自由な生活が得るための教育費

などをサポートしてきました。WAFCATの 20年間の活動から学んだレッスンは、以下の通りです。 

●障がいのある子どもが支障なく教育を受けるこ

とができ、自由に生活ができるように援助しまし

た。例えば、パーティー君の場合は学校が環境や

トイレを改善して、障がい者をサポートする方法

を他の生徒に教えました。ウさんの場合は、片方

の腕、小さな 2 本の指で両足がなくても車いすで

学校に支障なく通うことができました。WAFCAT

は、ウさんに奨学金、交通費、寮費、その他必要

なものを提供しました。 

●家族は意識して障がい児の能力開発のプロセ

スに参加することが大事です。車いすをきっか

けに生活の質を向上させるために、障がい者と

家族が身体の障がいばかりに注目するのではな

く、学習の過程や教育の大切さを理解するべき

です。例えば、ウさんとお母さんも自ら義務を

果たしました。お母さんは娘の夢を叶えるため

に学校への送り迎えをし、ウさんは勉強を頑張

ったおかげで、もうすぐ（高等専門学校を）卒

業できるまでになりました。ドリームさんもオ

ーム君も重症筋無力症でも障がいの状態を乗り

越えて、自由な生活のために教育の価値を認識

しています。 



 

  

●活動の協働ネットワークができました。バーン

ソン農村部自治体とのネットワークの事例では、

障がいのある子どもの家と周囲の環境設備を改善

するために、複数の関係団体が意見交換し、その

過程においてスムーズに協働することができまし

た。中心となったのはムッダーハーン県特殊教育

センターで、経済的なサポートを要請するために

WAFCAT、バーンソン農村部自治体、ローカル団体、

地域のリーダーの間をコーディネートしてくれま

した。このネットワークの好事例の結果として、

アート君の自宅、トイレ、手すりと玄関口の舗装

が改装され、生活の質を向上させることができま

した。 

 

●活動の協働ネットワークができました。バーンソ

ン農村部自治体とのネットワークの事例では、障が

いのある子どもの家と周囲の環境設備を改善するた

めに、複数の関係団体が意見交換し、その過程にお

いてスムーズに協働することができました。中心と

なったのはムッダーハーン県特殊教育センターで、

経済的なサポートを要請するために WAFCAT、バーン

ソン農村部自治体、ローカル団体、地域のリーダー

の間をコーディネートしてくれました。このネット

ワークの好事例の結果として、アート君の自宅、ト

イレ、手すりと玄関口の舗装が改装され、生活の質

を向上させることができました。 

 



  

●サムットプラカーン県の車いすサービス

センターは、車いすサービス提供によって障

がいのある子どもの自由な生活へつながる

教育を習得させることを目指しています。 

センターは障がいのある子どもの生活の質

の向上のために、地域社会のネットワーク、

障がいのある子どもの家族の参加が重要だ

と強調しています。 

 

●様々な県で車いす修理サービス活動をはじ

めとするボランティア活動に参加する WAFCAT

のボランティアグループ「Wheelchair Friends」

には、デンソータイランドの社員、一般の方々

が加入しています。 

 



 

  

⚫ 障がい者や自分の仕事に好意的な態度を

持つこと 

⚫ 熱心で献身的で微笑ましく人間関係が 

上手であること 

⚫ 新たな学びや変化に準備できていること 

⚫ タイ・デンソー・グループからの継続的

な資金や物資のサポート 

⚫ タイ・デンソー・グループ社員のボラン

ティア参加 

 

⚫ 自由な発想と実行 

⚫ チームワーク 

⚫ WAFCATの強い信頼関係 

⚫ 業務を系統的にして分担を明確にする 

⚫ サポートシステムがあること 

⚫ 良い福利厚生のシステム 

 

 ⚫ 明確にコーディネートすること 

⚫ スタッフを認めて信じること 

⚫ 協力すること 

⚫ 協力すること 

 



 

  

 フィールドワークの経験から得た様々な知識を広めることに努めます。例えば、障がいの

ある子どもに教育をサポートすることは一人ひとりの子どもの異なるニーズを考えなけれ

ばならないため、地域社会、学校、特殊教育センターなど、その地域内での連携が必要です。

そのため、1つの成功事例（成果）をタイの多くの地域に広げていきたいと考えています。

さらに、障がい児者に適した車いすを提供するサービスの有効なプロセスと手段があること

がわかってきたので、WHOの車いすサービスモデルを応用して成功事例を増やしていきたい。 

 

 障がい者の具体的なニーズに沿ったサービスを提供できる車いすサービス・障がい

者支援センターを発展させます。 

 教育は、障がいのある子どもたちが個々の能力や夢や希望によって将来仕

事に就くために必要なものです。就学や通学を持続可能にするために、 

 

 友情は WAFCAの中心です。ボランティアたちの幸せは、

障がいのある子どもと彼らの家族の笑顔を見ること 

障がいのある子どもが学習する動機付けを行う活動を提供したり、持続

可能な仕事の様々な良いロールモデルを見せたりすることが大事です。 

や、様々な人たちがボランティア活動に参加して 

一緒に障がいのある子どもたちを助ける 

満足感から得られるものです。 



 

  

重度障がい者向けの車いすをデザインするなど、日本とタ

イの交流を活発化し、日本の知識を生かしてタイを発展さ

せる。 

                WAFCAT理事 

                ダラニー・スワパン  

 

WAFCAT の知識体系を継続的に促進していく。政府と全

体のセクターが具体的に働き合って WAFCATモデルのサ

ービスセンターを広める。 

WAFCAT 理事 

ソムポーン・ワーンセット 

WAFCAT のミッションと支援モデルを他国に広げ、多国間

のコミュニケーションを強化する。 

障がい児者の家族がもっと参加できるような取り組み

を行い、WAFCATの強みを生かす。 

WAFCA理事（日本） 

寺田 恭子 

車いすを通して障がいのある子どもの生活の質を改善す

るセンターのモデルを確立して、タイの社会にその系統的

な仕組みを啓発していく。 

          WAFCAT理事長 

          スポーンタム・モンコンサワッド氏 

 
 

WAFCAの活動の概念を、農村部自治体や農村部健康 

センターをはじめとする他のネットワークに広げる。 

 

                           WAFCAT 事務局長 

              ピナイ・シリナコーン氏 

  

WAFCA 事務局長（日本） 

熊澤 友紀子 



 

 


